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（去る九月22日置丈同好會例會に於ける講演）
山　本一　清
　本年の年初以來，「天界」や「天文年鑑」に書きました通り，今年はハ
イゲンスの生誕後正に30σ年に相之する歳であります．詳しく言へば，ハ
イダンスが生れたのは西暦1629年四月14日でありまして，ハィゲンスの生
血オランダでは此の偉人を記念追憶するため，いろいろの企てや催うしが
あるご聞きましたし，私共も，もつε早く，何等かの機會に此の大學者を
記念したいミ思ってゐましたが，今年は年初から，日蝕やら，花山天文璽
の建築やらのため多忙を極めてゐまして，逡に今まで好い時機が無かった
わけであります．
　ハイダンスは貰ひ名をクリスチアーンεいひまして，オランダ國ハーグ
市の名門の生れであります．父は，名をコンスタンチーン・ハィゲンスミ
呼び，此の國に於ける有名な政治家であり，且つ叉，秀でナこ詩入でありま
す．從って人名辞書なεを見ますξ，ハイゲンスEいふ名の下に，父ε子
蔦二人の名が共に出て居ります．しかし，世界的の人傑εしては，子の
ハイゲンスの方が優れて居るε見え，魯の麟書にも多くの字藪が費してあ
ります．
　子ミしてのハイダンスは，政治家兼詩人である：父の膝下に於て幼時の教
育を受け，專ら法律を教へられたミ傳へられて居りますが，年長じて，ラ
イデンやブレダの一画では寧ろ撒學や理學に心を傾け，1649年にはデンv
ルク，ドイツ，フランス，英國の諸所を族行しまはつナこ由であります．
　ノ、イグンスが學界に乗り出しナこ最初は1651年でありまして，此の頃，圓
形の面積に關する一論文を草し，當時の藪學者グレゴワールGregoireの
論文の誤りを指摘したこεがあります．其の後，引き績いて伺様な二次曲
線の面積に關する論文を出しナこりして，比較的早くから撒學上の天才の閃
めきを見せ，當時フランスの學界に有名であっナこデカルトも其の將來を囑
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望されたε言はれてるます．
　しかし，ノ・イグンスの天才は決して下等の研究にのみ向いたのでありま
せん．1654年頃から，オランダ國の獲古品である望遠鏡を改良するここに
心を傾け，弟コンスタンチンミ共にいろいろミ研究しナこ結果，燧にレンズ
の磨き方について新しい方法を案出し，此の新法によって工655年には一つ
の優れた望遠鏡を作り上げ，其れを用みて，土星に最初の一衛星を襲見し7’
叉，此の土星の周園には輪があるこミを二見しました．此の二つの獲見は，
非常に有名なこミであって，今もf韻ま，天丈を好む人は必ず知ってゐます．
　ハdゲンスは此のやうな大平見を1655年目やりましナこけれさ，當時の學
界の習慣εして，之れを晦ぐに廣く知らせるこεはせす，只一種の暗號を
以って，友入ナこちに手紙で書き途つナこに過ぎません．t從って此の暗號の意
味を知らない人は，全く此の平門の事實を知るこミが出罪なかつナこのは言
ふまでもありません．其の翌年（1656年）になって，ハイダンスはDe　Sa－
turni　Luna　observatio　noVa（新たに獲見された土星の月）＆・ふ書物を著
はし，其の中に始めて，此の新衛星朔旦の暗號を解き明しました．叉，土
星の輪については，1659年に著したSystema　Saturnium（土星系）ミいふ
書物の中に噌號を解き明したので，漸く世の人が一般に此の護見を知った
次第であります．一土星の形がほかの遊星（殊に木星なε）ε比べて大
円違ってみるEいふ事は1610年に既にガリレオが早見し，逡に「土星には
耳がある」ごか，叉は「土星は三つ星である」ざかいふ風に一般に丁半せ
られてるナこのでありますが，此の不可思議な土星の本性は我がハdゲンス
に至って始めて明らかになつナこわけであります．
　ノ、イグンスは，又，1656年にオリオン座0）星雲を観察して，其の中央部
に複雑な多重星のあるこεを見付けました．今もオリオン星雲の此の多重
星のあたりは一・般に「ハイゲンスの星野」ミ呼ばれて居ります．
　かやうに．ノ、fゲンスは天艦観測を大に働みましたが，其の機會に，観
測の墓本εして使用される標準時計の不充分な黒占に氣付き，ここに始めて
振子の等時性を利用して新しい時計を作るこミを考へ，塗に1657年には最
初の振子時計を製作して，其の特許僅を得たミ傳へられて居りますし，叉，
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i翌165S年にはHorOlogium（時計）ミいふ書物を著しましナこ．
　叉，天文観測の技術上から，今一つ重要な獲明をハィゲンスはしましナこ．
其れは測微尺のこミであります．望遠鏡の覗野に於いて，小さい角度を測
るナこめに天文家は多く測微尺を使ひます．現今の測微尺は，普通，糸線を
「ねぢ」で微動させる装置でありますが，勿論興れは近代の考案であります．
ハ／ゲンスは今日の測微尺のやうなものを用みたのではなくて，軍に，明
野の中に樹形の薄板を入れ，天龍間の小さい角度が，此の模形の如何なる
部分の幅に等しいかεいふ事を観測して，其れを角度何秒ミいふ風に換算
するのでありましナこが，ミにかく此の方法によって始めて土星や木星等の
直径を測ったのでありまして，此の事は，前にも記しました「土星系」ミ
いふ書物の中に書いてあります，
　ノ、イグンスは1663年に再び英國の學界を訪ねましたが，此の時は既にノ・
1ゲンスの名が可なり聞えてゐナこ時でありまして，英國では大に激迎され，
燧にローヤル怪事（Royal　SQciety）の會員（Fellow）に辞去せられました．
　ハイゲンスは又，1666年にフランスへ行くこEになりましナこ．之れは佛
國王ルイ第十四世が宰相コルベール等の言を容れて，パリに學士院（Aca・
demie）を創立し，全世界から有名な學者たちを招いて，フランスの學界
を賑はし，學術的にも世界に雄飛しやうこつごめた結果でありまして，當
時，／タリヤからはカシニCassiniが招かれて，パリ天工筆工ごなり，デ
ンマルク國からはかのレーメルR6merが招かれて，パリで光線傳播の速
度を護卑し九のでありますが，ノ、イゲンスも此の頃から招かれて，永くパ・
リに定住するこミこなりました．西替1681年に至って，宗教上の紛雫の餓
波を受けて，ハイゲンスは遽に故國に麟って了ひましたが，此の15ケ年間
のパリ滞在中は，殆んさ國外に出です，只二回だけ生國オランダを訪ねた
こ傳へられてるます．
　ノ・イゲンスのバリ居住中は主こして物理學の研究に感心した時代であり
ますが，殊に振子時計の理論や實際の研究を徹底的に行ひ，逡に1673年に
はHorologium　Oscillatorium（振子時計）ミいふ不朽の大著述をなし，ルイ
第十四世に献本しました．此の書の中にはジ振子の振動中心の理論，振子
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の長さに平する研究．藪下上のevolute曲線の理論，サイクロイド曲線は
其れ自身0）evoluteである理の澄明，振子のサイクロaド蓮動ミ圓形運動
ざの差違，圓形蓮動の動力等について詳細な記述をしてある，一ハイゲ
ンスは此うして振子時計の理論E實際Σを研究しナこばかのでなく，又，螺
旋式の時計を考案して，1674年には一一つの懐中時計を作りましナこ．
　ノ、イゲンスは1681年にパリを去って故郷ノ・一グ市に蹄りましナこが，其の
後も，物理學や天文學の研究を怠りませんでした．先づ天文學の方では，
望i遠鏡の改良を筒ほ綾けて，逡には筒無しの所謂「門中望遠鏡」arial　teles一
’copeなるものを作り，其の長さを123尺，180尺，210尺こいふ風に非常
に長くして，レンズの色牧差を無くするこミを勉めましナこ．此の地中望遠
鏡εいふものは中世に於ける天文學界の名物であります．
　次ぎに，ハイゲンスは望遠鏡の接眼レンズεして，所謂「ハ／ゲンス式
のアイピース」ミ呼ばれるものを嚢明しました．至れは二枚の李凸レンズ
を並べて，共通の焦鮎を其の中間に置き，巧みに色上差を除いtcものであ
ります．今でも之れは避く使用されてるます。（しかし此の・・イゲンス式の
アイピースは焦黙が内部にありますため，近頃の糸線測微尺を用みるのに
．多少の不便があります．從って測微尺用こしては今日皆ラムスデン式を用
みて居ります．）
　ハイゲンスがオランダ國に蹄って聞もなく，1687年に，英國ではニウト
ンの大著プリンシビアが出版されましナこ，ハィゲンスは勿論ニウ1・ンの宇
．宙引力論に興味を持ってるましたが，しかし「距離をへだてて相作用する」
（Action　at　distance）ざいふ根本原理の上に立つニウトンの引力論には，結
局賛成するこεが出回す，燧に，地球の楕圓醗なる事實については，二半
な「遠心力の論」を唱へて，回れを解繹しやうεし，De　Causa　Gravitatis
（重力の原因について）こいふ一書を著はしました．
　ハイゲンスが丁丁にi遺：しナこ功績のうち，最：も偉大なるものの一つは，光
に写する研究であります．殊に，光については，偏光の現象を議見したこ
ざ，光りの波動説を主唱したこミ，光線の進行について所謂「ノ・■iゲンス
の原理」ミいふ重要な原則を護明したこミなさは，世に誰一人知らないも
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ののない所であります．
　・・イグンスは1689年に三度び英國を訪れましナこ．此の時は勿論ニウトン
等にも會ひましナこが，前記の如く重力論に賛意を持つに至らなかつナここミ
は，今の吾人から見て甚だ物足らない感がありますけれS“，或る史家の言
ふ所では，當時ハイゲジスが既に60歳の高齢であって，新読を取り入れる
にはもはや老い過ぎてみたミのこEであります．
　かくて，ノ・イグンスは1695年六月8日に死にましナこ．享年66歳でありま
す．死後Cosmotheoros（宇宙論）ミいふ書物が，ノ、　aゲンスの遺著εし
て，1698年掛出版されましナこが，之れは諸遊星の想像世界を書いナこもので，
世の或る人々は『之れはハイゲンスの著した最も愚劣な書物の一つである』
ミ評してゐます．天才・・nゲンスも，老いては可なり毫豫したものミ見え
ます．
　要するに，ハイゲンスは第十七世紀が生んだ理學者の最も偉大なる一人
でありまして，数學者，機械三者，天文學者，物理學者の四方面に活躍し，
今爾ほ多くの方面に「ハイゲンス」の名を冠する原理や，器械や，現象や．
方法なさが研究者を指導してみる有様であります．
　ちなみに，Huyg6nsはハdゲンスε讃むのは英國流であります．オラ
ンダ本國ではむしろ干れを其の國語の獲音法に從って，ホィヘンスミ讃ん
でゐます．しかし，歴史家の傳へる所では，ハィゲンス自身，自己の名を
Hugensミ書いて居ナニミいひます．（終）
花山天文台の公開
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名を限る．無料
